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神辺町には古代山陽道と近世山陽道が交差してお
り、現在も３本の国道が通り交通の要衝となっていま
す。各所に幅広い時代の名所・旧跡が点在し、2016
年夢街道ルネサンスの認定を受け「かんなべ浪漫街
道」と命名しました。
歴史浪漫あふれる町〝かんなべ〟の遥か古代から近世
にいたるまで諸国の人々が行き交った道を歩いてみ
ませんか…
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Birthplace of 
Mr Ryosuke Hakoda

Hachijoiwa Rock

Kan Chazan Memorial Museum

Birthplace of 
Koto Kuzuhara･Shigeru Kuzuhara
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。
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宿場町を歩く
　　温故知新 歴史にふれるまち

本
陣
は
江
戸
時
代
に

本
陣
は
神
辺
本
陣
は
江
戸
時
代
に
参

勤
交
替
の
大
名
が
休
泊
し
た
施
設
で

す
。延
享
五
年（
一
七
四
八
）に
建
て
ら

れ
た
建
物
は
、黒
塗
り
の
土
塀
に
囲
ま

れ
、御
成
門
か
ら
中
に
入
る
と
、御
成

の
間
、上
段
の
間
、二
の
間
と
全
く
手

を
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
当
時
の
姿
を
そ

の
ま
ま
伝
え
て
い
ま
す
。ま
た
、別
棟

の
櫓
、馬
屋
、茶
室
な
ど
も
あ
り
、江

戸
時
代
の
本
陣
施
設
全
体
の
様
子
、

風
情
を
残
す
数
少
な
い
史
跡
で
す
。


